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市政だより 人 口 の 動 き

7月 1日現在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

6 4，9 0 5 + 80 
3 1. 2 5 8 + 79 
3 3，6 4 7 + 1 
1 8，4 4 7 + 24 
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五太郎林道が開通

懸案となっていました南川内と久良原を結ぶ五太郎

林道 (4，286m)が開通、 8月11日に戸島市長などが

テープカットを行い開通を祝いました。

五太郎林道は、昭和47年8月から 2億2.500万円を

かけて工事が進められていたもので、林業振興道路と

して大いに地域住民のために利用されるものと期待さ

れています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/j官、書広報課 』印刷所/九州巴版株式会社
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家
庭
で
職
場
で
町
内
で

…
み
ん
な
で
美
し
い
町
に

市
衛
生
組
織
連
合
会
と
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
で
は
「
県
民
大
清

掃
」
に
呼
応
し
て
、
八
月
二
十
六

日
を
「
市
民
大
清
掃
デ

1
」
と
定

め
、
午
前
七
時
の
サ
イ
レ
ジ
を
合

図
に
市
民
総
参
加
の
大
清
掃
を
行

い
ま
す
。

く共有名の固定資産税などの〉

納付方法が便利に
※ 

こ
れ
ま
で
土
地

・
家
屋
の
固
定
資

産
で
登
記
が
幾
人

か
の
共
有
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
固

定
資
産
税
な
ど
の

納
税
通
知
書
は
、

例
え
ば
「
甲
野
太

郎
外
何
名
」
と
し

て
一
括
納
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
、
共

8
月
別
日

市
民
大
清
掃

住
み
よ
い
、
き
れ
い
な
町
づ
く

り
の
た
め
に
、
多
く
の
市
民
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
所
・
官
公
署
な
ど

で
は
、
八
月
二
十
六
日
前
後
の
適

当
な
日
を
選
ん
で
清
掃
を
お
願
い

し
ま
す
。

有
者
の
納
付
に
便
宜
を
図
る
た
一

め
、
分
割
納
付
の
申
請
を
す
る
…

乙
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持
一

ち
分
に
応
じ
、
納
付
で
き
る
よ
一

う

改

正

し

ま

し

た

。

-

昭
和
五
十
五
年
度
分
か
ら
分
一

割
納
付
を
希
望
す
る
人
は
、
十
…

二
月
末
ま
で
に
分
割
納
付
申
請
一

書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
一

※
詳
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産
…

税

係

へ

一

@
家
庭
で
は

町
内
の
清
掃
に
参
加
さ
れ
る
前

に
、
十
分
間
家
の
ま
わ
り
の
「
一

掃
き
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

@
町
内
で
は

家
庭
や
各
種
団
体
な
ど
へ
呼
び

か
け
、
町
内
に
あ
る
公
園
・
広
場

バ
ス
停
な
ど
三
十
分
間
の
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

@
中
央
会
場
で
は

午
前
七
時
市
役
所
玄
関
前
に
集

合
し
、
環
境
美
化
功
労
者
の
表
彰

の
あ
と
、
二
班
に
分
れ
て
六
十
分

間
清
掃
を
行
い
ま
す
。

A
班
旧
円
融
寺
庭
園

B
班
大
村
公
園

※
詳
し
く
は
市
民
大
清
掃
事
務
局

(
生
活
環
境
課
内
)
へ

8
月
は
不
法
電
波
一

最
近
の
電
波
の
利
用
は
、
科
学

技
術
の
進
歩
と
情
報
化
社
会
の
発

展
に
伴
い
、
そ
の
普
及
・
発
達
は

著
し
く
、
今
や
社
会
活
動
や
国
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
に
非
常
災
害
対
策
ま
た
は
船

舶
及
び
航
空
機
の
安
全
運
行
、
人

命
・
財
産
の
保
全
な
ど
、
す
刻
を

争
う
通
信
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
の

で
、
不
法
に
電
波
を
利
用
す
る
と

重
大
な
結
果
を
招
き
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

掃
月
間

も
し
不
法
に
無
線
機
を
使
用
し

た
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
乙
と
が
な
い
よ
う
次
の
こ

と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

O
無
線
機
は
免
許
を
受
け
て
か
ら

使
用
す
る
こ
と

O
ハ
イ
パ
ワ
!
市
民
ラ
ジ
オ
は
使

用
し
な
い
こ
と

O
他
人
の
通
信
の
傍
受
盗
用
は
し

な
い
乙
と

O
ア
マ
チ
ュ
ア
局
に
は
無
線
従
事

者
の
資
格
者
が
必
要
で
す

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

※
皆
さ
ん
の
テ
レ
ビ
な
ど
に
妨
害

電
波
が
入
っ
た
ら
商
工
観
光
課

ま
た
は
九
州
電
波
監
理
局
(
富

熊
本
⑩
|
六
八
五
六
)
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

土

地
士
中
川

貝

届

出

を

お

土
地
を
売
る
人
も
買
う
人
も
、

面
積
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
契
約
を
結
ぶ
前
に
届

出
が
必
要
で
す
。

。
市
街
化
区
域
(
本
市
に
は
あ
り

ま
せ
ん
)
二
千
d
以
上

@
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
五

千
d
以
上

@
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
而
以
上

i乙

は
忘

れ

な

く

〔注〕

o

個
々
に
取
引
き
す
る

土
地
が
小
さ
く
て
も
、
全
体
の

面
積
が
以
上
の
よ
う
な
面
積
を

超
え
る
と
き
は
届
出
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

。
無
届
に
よ
っ
て
契
約
を
締
結
す

る
と
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
企
画
部
用
地
課
へ

日

本

脳

炎
;荒

県
(
内
で
日
本
脳
炎
の
ビ
ー
ル
ス

が
発
見
さ
れ
流
行
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

特
に
八
月
は
流
行
期
に
入
り
ま

す
の
で
、
蚊
の
発
生
源
を
な
く
す

と
と
も
に
、
健
康
に
注
意
し
ま
し

ょ'つ。

lこ

注
ニt己
Eヨ

.. こ6、

{

汀

の

そ

れ

お

@
過
労
を
さ
け
、
睡
眠
を
十
分
と

る
こ
と

@
栄
養
を
と
り
、
体
力
を
つ
け
る

乙
ん
」

@
直
射
日
光
に
長
時
間
照
ら
さ
れ

な
い
乙
と

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



昭和54年 8月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

りおおむ市政だより(3) 

「
ご

み
』

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

農
業
者
年
金
に
加
入
を

未

力日

者

入

救

済

措

救
済
の
対
象
は
、
大
正
五
年
一

月
二
日

t
昭
和
十
五
年
一
月
一
日

生
ま
れ
の
農
業
者
で
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
人
で
す
。

置

申
出
期
限
は
本
年
十
二
月
末
日

ま
で
で
す
。
今
す
ぐ
農
業
委
員
会

ま
た
は
農
協
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

円

保険料 |保険料

納付済 納 付
譲農業者同十「 言|

期 間 総額 年金仏) 経年営移譲金+十農老齢業年者金年附加金+十老年金齢 (B)+に)

5年白場合1 55，800[翌日itiょi詰 84，800 366州451，700 

10年 H226，5605=022，1，50010×，55年00 144.300 436.800 581.100 

15年 H464J608=27B，6，01038×J5年o'oll 204.000 506.700 710，700 

20年 H702，9601||||7=533，2，70606×，O5年Oal 263.600 612.900 876.500 

単位納めた保険料と年金支給額

60歳で経営移譲すると 5カ年間'A}の年金を受給できる。
65歳以降は老齢竿金として(到+(c)の合計額を受給できる。
年金は物価スライドにより改訂される。
国民年金の老齢年金の算出にあたっては、同制度が昭和36年度発足
のため、保険料納付済期聞に10年分を上のせして計算しています。

(1) 
(2) 

(3) 

(4) 

、三

f 金婚記念該当者に「

'---記念品を贈呈--.--/

差
し
上
げ
ま
す
。

市
は
、
敬

老
の
日
を
記

念
し
て
金
婚

式
を
迎
え
ら

れ
た
夫
婦
そ

祝
福
し
、
長

年
円
満
な
家

庭
生
活
を
築

か
れ
社
会
の

た
め
に
貢
献

さ
れ
た
労
を

ね
ぎ
ら
う
た

め
記
念
品
を

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

金
婚
記
念
該
当
申
立
書
に
戸
籍
謄

本
を
添
え
て
福
祉
課
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

対
象
者
本
市
に
一
年
以
上
居
住

し
、
九
月
十
五
日
現
在
で
婚
姻

(
戸
籍
に
記
載
し
た
日
)
か
ら

満
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦

(
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
三
年
九

月
十
六
日

l
昭
和
四
年
九
月
十

五
日
ま
で
)

提
出
期
限
八
月
三
十
一
日

提
出
先
福
祉
課

※
詳
し
く
は
福
祉
課
社
会
係
へ

戦
没
者
・
戦
傷
病
者
等
の

国
庫
債
券
を
買
上
げ
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
で
、
第
二
回
特

別
弔
慰
金
、
戦
傷
病
者
等
の
孝
一
で

第
六
回
特
別
給
付
金
の
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
買
上

げ
償
還
の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

該
当
者
は
福
祉
課
社
会
係
へ
お

申
込
み
下
さ
い
。

条
件
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

価
格第

二
回
特
別
弔
慰
金

い
号
賦
札
六
枚
を

九
万
八
千
四
百
円

ろ
号
賦
札
八
枚
を

十
二
万
四
千
二
百
円

第
六
回
特
別
給
付
金

い
号
(
三
十
万
円
券
)

十
六
万
七
千
五
百
円

い
号
(
十
五
万
円
券
)

八
万
三
千
八
百
円

ろ
号
(
三
十
万
円
券
)

十
八
万
六
千
三
百
円

ろ
号
(
十
五
万
円
券
)

期
間

九
万
三
千
二
百
円

昭
和
五
十
五
年
五
月
十
四

臼
ま
で

※
詳
し
く
は
福
祉
課
社
会
係
へ

国
民
年
金
特
例
納
付
の
該
当
者
に

世
帯
更
正
資
金
を
貸
付
け
ま
す

国
民
年
金
特
例
納
付
の
期
限
が

昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
で
切

れ
ま
す
。

該
当
者
で
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
に
は
未
納
額
の
二
分
の
一

(
限
度
額
二
十
五
万
円
)
以
内
で

貸
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い

※
詳
し
く
は
大
村
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
富
③
|

一
三
五
一
)
へ

青
少
年
の
非

行
防
止
を
目
的

と
し
て
展
開
さ

れ
た

「社
会
を

明
る
く
す
る
運

動
」
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ

り
盛
会
の
う
ち

に
終
了
す
る
乙

と
が
で
き
ま
し

た。
な
お
、
同
運

動
の
一
環
行
事

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
ポ
ス
タ
ー

展
、
少
年
の
主
張
大
会
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。
ポ
ス
タ
ー
展

〔
小
学
の
部
〕
①
北
島
奈
津
子

〔士山くするわ

(
松
原
小
)
②
内
海
幸
子
(
大
村

小
)
③
松
尾
久
美
(
三
城
小
)
④

川
添
純
一
郎
(
松
原
点
)
⑤
松
尾

公
子
(
三
城
小
)

〔中
学
の
部
〕
①
中
村
靖
子
(
郡

中
)
②
山
口
智
恵
子
(
玖
島
中
)

③
山
本
一
恵
(
萱
瀬
中
)
④
久
保

礼
子
(
郡
中
)
⑤
泉
友
佳
子
(
萱

瀬
中
)

。
少
年
の
主
張
大
会

(申
学
の
部
〕
①
植
木
由
加
里

(
西
中
)
②
神
田
和
亮
(
西
中
)

@
西
門
耕
二
(
玖
島
中
)
④
藤
宮

政
宗
(
萱
瀬
中
)
⑤
山
本
智
恵
子

(
彼
杵
中
)
努
力
賞
に
久
保
礼
子

(
郡
中
)

〔
高
校
の
部
〕
①
森
山
慶
広
(
大

高
定
)
②
津
田
靖
子
(
大
高
定
)

③
池
田
美
和
(
向
陽
高
)
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注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。生

後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

9月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日|時間|場所|対 の象乳児

4 I ~:~~--1~:~~ 大村保健所生後3カ月まで
13:30-15:00福重出張所妊婦と乳幼児

9: 30--11: 00 
竹松出張所 乳幼児

10!13: OO-i5: OO 
大村保健所生後4--6カ月の乳児

1719:30--11:00 ニ浦出張所妊婦と乳幼児

181 9:30-11:00 大村保健所生後7カ月以上の乳児

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い

日
時
八
月
二
十
三
日
午
前
九

時
l
十
時
、
午
後
一
時

t
二
時

受
付

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
(
三
混
)
及
び

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
ニ
混
)
の
予
防
接
種

該
当
者

。
第
一
期
(
初
回
免
疫
)

生
後
二
十
四
カ
月

t
四
十
八
カ

月
ま
で
の
幼
児
で
、
初
回
免
疫

が
完
了
し
て
な
い
幼
児

。
第
二
期
(
追
加
免
疫
)

初
回
免
疫
接
種
(
初
回
の
二
回

目
)
か
ら
十
二
カ
月

t
十
八
カ

9月の日曜・祭日当番医

!日開|病問|所在地|電話

E内科||長崎 医院寿古揮同15

産婦人科後藤産婦人科西本大叫町2-6015

9消内化器科科南野内科西三城町 3-3731 

泌尿器科 黒木泌尿器科本西大村町4-0211 

内科 毛利医院ーの郷5-8517 
15 

西本大村町内科 野口内科 2-2339 

小児科出口小児院諏3丁訪目2-2252 
16 

宮2小丁路目外・内科牧山医院 5-7831 

内科 沢田 医院荒瀬郷5-7603 
23 

外・内科渡辺医院ーの郷5-8546 

24 産内婦人科科
桝本医院大川田町5-82551 

外皮膚科科 中島外科西三城町2-3875 

産内婦人科科 長野 病院東三城町2-2107 
30 

西本大村町整形外科 松永整形外科 3-5864 

※ 

節
水
で

園

3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
一
年
二
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

十
年
八
月

l
五
十
一
年
一
月
生

ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受

生
か
そ
う

守
ろ
う

水
資
源

盲目咳・ジフテリア・破傷風予訪接種目程

会場名 11回目 12回目 I3回目

市 役 所

¥ 九た萱瀬出張所

諏訪公民館

三浦出張所 X 九九
鈴田出張所

¥ % た福重出張所

中地区吋メ 広|χ
松原出張所

午前g時~午後s時

月
に
至
る
期
閣
の
幼
児

接
種
要
領

。
第
一
期
三
週
間
か
ら
八
週
間

の
間
隔
を
お
い
て
三
回
接
種

。
第
二
期
い
ず
れ
か
の
日
に
一

回
接
種

禁
忌
者
有
熱
者
、
か
っ
け
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
幼
児

料

金

無

料

※
な
お
、
当
日
は
必
ず
体
温
を
計

っ
て
き
て
下
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

-

妊

婦

教

室

診療時間

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
九
月
は
場
所
を

変
え
て
行
い
ま
す
。

時
間
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館
(
中
央
町

バ
ス
停
下
車
)

日

月日| 内 廿~ 

(9第/15回)いI:。妊映は画娠じめ中、て生の保母命親健の創と(乳造な房'る心マ得ッサージの実習)

(9第/21回2)||。。妊安産娠中のたの栄め養にの(補と助り動方作(貧・妊血婦食体の操実の習実)習)

(組占)1:産融量白雪保健25吉弘ヂのさせ方自実習)

(9第/42回6) 0。家乳幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

手呈室教婦妊-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

※ヨフテリア、破傷風(二種)第二期も岡持に行います。

※時間はいずれも午後2時-3時までです。

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

内
廿，プモ，

日
9:00--11:00 13:00--16:00 

3 妊婦 相 談 一般相 談

乳幼児相談 ------一一一一

19 乳幼児相談 一 一 一 一 一 一 一 一

※乳幼児相談は、主に一歳過ぎのお子さんの
しつけや発育面などの相談にご利用下さい。

9月の健康相談日程

試

験

-
技
能
検
定
八
後
期
)

受
検
申
込
十
月
八
日

t
十
九
日

実
技
試
験

。
問
題
公
表
十
一
月
十
四
日

。
実
施
十
一
月
三
十
日

t
来
年

二
月
二
十
九
日
ま
で

学
科
試
験
来
年
二
月
十
日
・
十

七
日
・
二
十
四
日

検
定
実
施
職
種
機
械
検
査
、
時

計
修
理
、
配
管
、
鉄
筋
組
立
、

ガ
ラ
ス
施
工
、
建
築
大
工
、
和

裁
、
建
築
製
図
、
そ
の
他

点
詳
し
く
は
県
職
業
訓
練
課
ま
た

は
市
商
工
観
光
課
へ
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※ 

一
滴
の

募

集

-
暮
ら
し
の
中
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

私
の
提
案

私
た
ち
の
生
活
は
石
油、

電
気

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

我
国
は
石
油
の
大
部
分
を
外
国

か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
が
、

O
P

E
C
の
原
油
価
格
の
引
上
げ
な
ど

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
大

量
の
石
油
を
輸
入
し
、
た
く
さ
ん

使
う
と
い
う
乙
と
は
難
し
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
不
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

-
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

…

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

一

日

時

八

月

二

十

二

日

午

前
十
時

t
午
後
三
時

日
交
通
事
故
相
談

ム
ダ
か
ら
は
じ
ま
る

節
約
、
有
効
利
用
な
ど
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
活
習
慣
の
中
に
取
入
れ

る
乙
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す

省
エ
、
不
ル
ギ
l
意
識
の
高
揚
の

た
め
の
資
料
と
す
る
た
め
に
、

暮

ら
し
の
中
で
の
ェ

、不ル
ギ
!
の
上

手
な
使
い
方
、
ェ

、不
ル
ギ
l
節
約

の
具
体
的
実
践
例
、
生
活
の
中
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
大
切
に

使
う
た
め
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て

あ
な
た
の
提
案
を
待
っ

て
い
ま
す

多
数
ご
応
募
下
さ
い
。

テ
ー
マ
「
暮
ら
し
の
中
の
省

エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
私
の
提
案
」

応
募
方
法

原
稿
は
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
で
、
末
尾
に

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と

日
時時

十九 毎
分 月月
t六第
午 日一
後 木
三午 曜
時前日
九 )午|

|相談|
(毎
月
第
四
火
曜
日
)

日
時
八
月
二
十
八
日

前
十
時

t
午
後
三
時

人
権
(
身
の
上
)
相
談

水
不
足

応

募

資

格

県
内
在
住
者

締
切
十
月
一

日

あ
て
先
長
崎
県
生
活
福
祉
部
生

活
課
省
資
源
運
動
長
崎
県
推
進

会
議
(
長
崎
市
江
戸
町
二
l
一

三
)

入
選
発
表
十
月
中
旬
頃
、
入
選

者
に
通
知
し
ま
す

賞

長

崎

県
知
事
賞
、
副
賞

-
新
有
権
者
感
想
文

成
人
を
迎
え
た
人
、
ま
た
、
迎

え
る
人
の
新
成
人
と
し
て
の
感
想

や
選
挙
を
経
験
し
た
乙
と
な
ど
に

よ

り

地

方

自
治
や
国
政
へ

の
参

加
に
つ
い
て
感
じ
た
乙
と
な
ど
の

感
想
文
を
募
集
し
ま
す。

字

数

二

千

字
以
内

(
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
)

応
募
資
格
昭
和
三
十
四
年
一
月

一
日

t
三
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

締
切
十
月
三
十
一
日
(
当
日
消

印
有
効
)

あ
て
先

長
崎
県
選
挙
管
理
委
員

会
円
長
崎
市
江
戸
町
二
|
一
三
)

入
選
発
表

来
年
一
周
初
旬

賞

最
優
秀
、
入
賞
に
は
自
治
大

臣
、
佳
作
に
は
財
団
法
人
・
明

る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
の
賞

状
と
次
の
副
賞
を
贈
り
ま
す

。
最
優
秀

一
篇

五
万
円

。
入

賞

五
篇

各

三
万
円

。

佳

作

若

干

各

一

万
円

応
募
よ
の
注
意

付
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

性
別
、
生
年

月
日
、

職
業
を
原
稿
の
末
尾
に

明
記
す
る
乙
と
(
字
数
制
限
外
)

同
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

国
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

同
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し、

作
品
は
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
の
た
め
自
由
に
利
用
で

き
る
も
の

同
乙
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
知

っ
た
媒
体
名

(新
聞

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、

市
政
だ
よ

り
な
ど
)
を
記
入
す
る
こ
と

• 自

衛

官

〔航
空
学
生
〕

資
格

十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満

の
男
子
で
高
校
卒
業
者

(
来
年

三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
間

九
月
二
十
六
日
ま
で

二
般
曹
候
補
生
〕

資

格

十

八

歳
以
上
二
十
歳
未
満

の
男
子
で
高
校
卒
業
者

(来
年

三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
中

募
集
期
間
九
月
二
十
九
日
ま
で

〔ニ
等
陸
・
海
・
空
士
〕

資

格

十

八

歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
以
上

の
人

※募
高詳 き わ 集
校 しる れ 期
前く る間
)は の
か募 で採
市集 い用
民事 つ 試
課務 で 験
へ所 も は

( 応毎
向募週
陽で行

-
入
国
警
備
官

(
高
校
卒
業
程
度
)

受
験
資
格

昭
和
三
十

一
年
四
月

一一日

t
三
十
七
年
四
月
一

日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

受
付
期
間

八
月
二
十
四
日

l
九

月
六
日

第
一
次
試
験
十
月
二
十

一
日

教
養
試
験
、
作
文
試
験
を
行
い

ま
す

願
書
請
求
先
・
閉
会
せ
先

法
務

省
大
村
入
国
者
収
容
所

(古
賀

島
町
、
曾
②
l
二

三

二

)

も

よ

お

し

-
夏
休
み
「
親
と
子
の

映
画
の
つ
ど
い
」

ー
ー
が
ん
ば
れ
・
が
ん
ば
れ

サ
ッ
カ
ー
ズ
!
l

日
時
・
場
所
八
月
二
十
七
日

。
午
前
十
時
三
十
分

t
正
午

中
央
公
民
館

。
午
後

一
時
三
十
分

t
三
時

中
地
区
公
民
館

対

象

小

学
校
全
学
年、

子
ど
も

会、

父
兄

入
場
料

担

料

主
催
・
問
合
せ
先

市
視
聴
覚
ラ

イ
プ
ラ
リ
l
(
曾

②

|
二
四
六

九
-
第
4
回
長
崎
県
少
年

補
導
委
員
研
究
大
会

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育

成
を
願
'つ
県
下
少
年
補
導
委
員
が

一
同
に
会
し、

資
質
の
向
上
と
相

互
の
連
携
を
密
に
し
、
青
少
年
を

と
り
ま
く
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究

討
議
を
行
う
第
四
回
大
会
が
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
青
少
年
問
題

に
関
心
の
深
い
方
々
は
多
数
ご
参

加
下
さ
い
。

日
時

九
月
二
日
(
日
)

午
前
十
時
開
会

主
会
場

大
村
商
工
会
議
所
講
堂

分
科
会
場

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演

「心
を
育
て
る
教
育
」

県
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長

竹
下

哲
先
生

主
催

県
教
育
委
員
会、

市
教
育

委
員
会、

県
少
年
補
導
セ
ン
タ

ー
連
絡
協
議
会

主
管

市
少
年
セ
ン
タ
ー
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ス

ポ

ツ

-
第

1
回

市
民
水
泳
大
会

市
水
泳
連
盟
で
は
第
一
田
市
民

水
泳
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数

ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
九
月
二
日
(
日
)
雨
天
実
施

〔
集
合
〕
午
前
九
時
三
十
分
ま
で

〔
競
技
開
始
〕
午
前
十
時
か
ら

場

所

市

民

プ
l
ル

参
加
資
格
川
大
村
市
民
、
小
学

三
年
以
上
の
人
で
五
十
メ
l
ト

ル
以
上
泳
げ
る
人

同
病
気
の
人
、
持
病
の
あ
る
人
、

発
作
性
の
病
気
の
あ
る
人
は
参

加
で
き
ま
せ
ん

申
込
方
法
川
所
定
の
申
込
票
に

保
護
者
の
同
意
書
を
添
え
て
申

込
む
こ
と

同
自
己
の
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
種
目

に
限
っ
て
申
込
む
乙
と

申
込
先
教
育
委
員
会
体
育
課

(
申
込
票
、
同
意
書
は
体
育
課

に
あ
り
ま
す
)

申
込
締
切
八
月
二
十
五
日

参
加
種
目
一
人
二
種
目
ま
で

置
市
民
体
力
づ
く
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績

七
月
二
十
二
日
、
市
民
体
育
館

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
①
萱
瀬
②
航
空
隊
B
③

北
川
内
、
竹
松

〔
女
子
A
パ
l
ト
〕
①
竹
松
A
②

古
町
③
竹
松
B
、
み
つ
ば

〔女
子
B
パ
l
ト
〕
①
大
村
小
校

区
②
植
松
③
外
浦
小
路
、
い
つ
ほ

講

習

会

第 1田市民水泳大会種目

1U 町自由形(平市ィ|背

;学:

| 中学生 直三!型竺01旦~I旦 200 1型型|
女子 501001 50 1001 50 1001 50 1001 

l 高校生直三恒哩日切世~200 1旦m
女子 150 1001 50 1001 50 1001 50 100 

l男子 11002001100 2001100 2001100 20O! 

l 一般 1~15而015而015子而15而o ll歳以上!男女 50 50 50 50 l 
40歳以上|男・女 50 50 50 I 50 

泳

-
母
と
子
の
絵
画
教
室

絵
画
を
と
お
し
て
、
母
と
子
の
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一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ
佐

藤

ウ

タ

(

諏

喜

一

丁

目

)

仕

一

ポ

ー

タ

ブ

ル

ト

イ

レ

一

個

を

惑

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

へ

一

(

宮

小

路

一

丁

目

・

亡

妻

ア

キ

三

万

円

を

大

村

市

視

力

障

害

者

-

一

香

典

返

し

敬

称

略

ヨ

)

金

一

封

マ

上

瀧

近

太

郎

協

会

へ

恵
荘
ヘ
マ
長
崎
県
果
樹
試
験
マ
高
木
武
雄
(
坂
口
町

)
一
一
万
一

場

掛

布

団

十

一

枚

、

寝

間

着

円

と

飾

皿

一

個

一

(
徳
泉
川
内
郷
・

亡
母
タ
シ
)

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

-
叢

寄

付

敬

称

略

四

十

七

枚

、

毛

布

十

四

枚

、

肌

ー

三

万

円

マ

永

田

守

(

黒

木

郷

一
一

清

和

圏

へ

一

一

マ

音

琴

宏

之

(

平

小

川

郷

・

亡

布

団

五

枚

を

慈

恵

荘

へ

マ

安

-

一
父
儀
市
)
三
万
円
マ
畑
中
ヒ
・
亡
父
正
雪
)
三

万

円

社

会

福

祉

事

業

費

へ

永

義

勝

(
本
町
三
丁
目
)
日
用

マ

長
岡
俊
一
(
沖
縄
県
中
頭
郡
一

一
ロ
(
木
場
郷
・
亡
夫
強
)
五
万
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
マ
早
次
一
也
(
原
口
町
)
六

百

荒

物
一
式
を
慈

恵

荘

ヘ

マ

畑

与

那

城

村

)
中
古
ソ
フ
ァ
ー
一
一

一

円

マ
岩

本

ス

ミ

エ

(

今

村

郷

マ

柴

田

美

代

子

(

古

町

一

丁

目

十

円

中

ヒ

ロ

(

木

場

郷

)

敷

布

団

、

台

マ
鈴
田
義
一
(
陰
平
郷
)
一

一
・
亡
夫
満
)
三
万
円
マ
市
瀬
・
亡
夫
正
人
)
三
万
円
を
光
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

衣
類
ほ
か
数
十
点
を
慈
恵
荘
へ
ぶ
ら
さ
が
り
鉄
棒
一
基

マ

一

一

一
敦
義
(
植
松
一
丁
目
・
亡
父
八
緑
の
園
向
陽
寮
ヘ

マ
佐
藤
松
マ
高
木
武
雄
(
坂
口
町
)
一
万

マ
赤
瀬
テ
ミ
ほ
か
二
十
四
人
ノ
瀬
美
智
子
(
大
川
田
町
)
書
一

一

蔵

)

金

一

封

マ

内

田

格

郎

代

(

古

賀
島
町
・
亡
夫
忠
雄
)
円
と
飾
皿

一
個
を
慈

恵

荘

へ

(

長

崎

市
)
慈
恵
荘
の
草
刈

奉

籍

五

十

八

冊

一

ふ
れ
あ
い
の
中
で
情
操
豊
か
な
創

造
性
を
養
う
絵
画
教
室
を
聞
き
ま

す。期
間
九
月
五
日

t
十
一
月
七
日

(
毎
週
水
曜
日
、
午
後
二
時
三

十
分

t
四
時
三
十
分
、
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん

定
員
十
五
組
(
三
十
人
)

講
師
東
京
女
子
美
大
卒

秋
山
和
子
先
生

申
込
先
受
講
希
望
者
は
電
話
で

中
央
公
民
館
(
曾
②

l
四
三
二

一
)
へ

-
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

教

室

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ

で
は
、
コ
サ
ー
ジ
・
ブ

1
ヶ
・
イ

ジ
テ
リ
ア
な
ど
を
作
成
す
る
教
室

を
聞
き
ま
す
。

日
時
九
月
七
日
か
ら
(
第
一
・

第
三
金
曜
日
、
午
前
十
時

t
正

午
)

場
所
中
地
区
公
民
館

対

象

一

般

定
員
一
二
十
人

主
催
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
グ
ル

ー
プ

※
詳
し
く
は
中
地
区
公
民
館
(
雷

③
l
一
三
七
六
)
へ
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